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小
野
友
五
郎
を
伝
え
て
ゆ
く
会
は
本
年
度
の
主
要
事
業
と
し
て
、

11
月
1
日
に
「
笠
間
の
和
算
家　

小
野
友
五
郎
と
光
又
柳
見
斎
」
と

題
し
て
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
笠
間

市
小
原
の
市
立
大
原
小
学
校
。
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
数
学
家
で
も

あ
っ
た
友
五
郎
や
笠
間
に
関
わ
り
の
深
い
和
算
の
歴
史
を
見
て
、
学

ん
で
楽
し
く
体
験
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。
香
取
小
原
神
社
に
あ

る
算
額
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

香
取
小
原
神
社
で
算
額
見
学
会

11
月
開
催
の
メ
ー
ン
行
事
が
決
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
担
う
関
係
者
や
会
役
員
で
、

6
月
19
日
、
光
又
柳
見
斎
と
そ
の
門
人

が
香
取
小
原
神
社（
笠
間
市
小
原
）に
奉

納
し
た
算
額
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

算
額
は
江
戸

時
代
に
発
達
し

た
和
算（
数
学
）

の
問
題
、
答
え

の
出
し
方
を
絵

や
漢
文
で
記
し

た
絵
馬
で
、
和

算
家
が
神
社
や

寺
院
に
奉
納
し
た
も
の
。
同
神
社
の
算

額
は
縦
3
尺
、
横
5
尺
の
板
額
で
、
算

問
が
25
題
記
さ
れ
、昭
和
2（
１
９
２
７
）

年
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

光
又
柳
見
斎
は
慶
応
2（
１
８
６
６
）

年
、
小
原
生
ま
れ
、
若
い
時
か
ら
和
算

を
熱
心
に
学
び
、「
昭
和
の
和
算
家
」
と

し
て
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
会
に
は
群
馬
や
神
奈
川
の
和
算

研
究
会
の
会
員
ら
が
参
加
し
、
飯
田
義

之
宮
司
の
案
内
で
見
聞
を
深
め
ま
し
た
。

大
原
小
で
和
算
授
業

　

メ
ー
ン
会
場
と
な
る
大
原
小（
大
関

律
子
校
長
）
で
9
月
4
、
5
日
の
2
日

間
に
わ
た
り
、
今
泉
寛
会
長
が
4
年
生

の
ク
ラ
ス
で
、
和
算
の
特
別
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
和
算

と
現
代
の
算
数
と
の
違
い
や
当
時
の
寺

子
屋
、
教
科

書
な
ど
を
取

り
上
げ
、
児

童
た
ち
に
分

か
り
や
す
く

和
算
を
解
説
。

実
際
に
和
算

に
挑
戦
し
た

ほ
か
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
小
野
友
五

郎
や
光
又
柳
見
斎
の
活
躍
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

児
童
ら
は
11
月
の
メ
ー
ン
行
事
に
も

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
5
月
に
開
い
た
伝
え
て
ゆ

く
会
の
総
会
で
、
本
年
度
事
業
や

予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
ほ

か
、
長
年
、
会
運
営
に
尽
力
し
て

き
た
杉
田
捷
機
会
長
が
顧
問
と
な

り
、
新
会
長
に
今
泉
寛
副
会
長
が

就
任
し
ま
し
た
。

11
月
に
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

1
月

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

事
前
事
業

相
次
ぎ
開
催

事
前
事
業

相
次
ぎ
開
催

今
年
は「
和
算
」で
友
五
郎

今
泉
寛
会
長
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米
国
か
ら
帰
国
し
た
翌
年
の

１
８
６
１
（
文
久
元
）
年
12
月
、
小
野

友
五
郎
は
咸
臨
丸
に
艦
長
と
し
て
乗

り
込
み
、
小
笠
原
群
島
に
向
か
い
ま
し

た
。

　

■
小
笠
原
群
島
の
地
図
作
製

　

当
時
の
小
笠
原
は
、
米
英
の
捕
鯨
の

基
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
鯨
を
捕
獲

し
、
皮
下
脂
肪
か
ら
鯨
油
を
取
っ
て
い

た
の
で
す
。
幕
府
は
、
中
浜
万
次
郎
ら

の
建
言
を
受
け
捕
鯨
の
重
要
性
を
認

め
、
小
笠
原
に
進
出
す
る
た
め
、
友
五

郎
に
群
島
の
測
量
調
査
を
命
じ
ま
し

た
。2

カ
月
半
に
わ
た
り
父
島
、
母
島
の

実
地
踏
査
が
行
わ
れ
、
小
笠
原
群
島
の

正
確
な
地
図
と
海
図
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
測
量
図
作
製
で
は
、
友
五
郎

が
測
量
に
携
わ
り
、
絵
図
師
兼
医
師
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
宮
本
元
道
が
図
絵

を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
群
島

図
は
、
領
土
と
し
て
は
伊
能
忠
敬
の
大

日
本
興
地
図
以
来
の
新
測
図
と
な
り

ま
す
。
こ
の
実
測
図

は
日
本
の
領
有
地
確

認
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
、
現
在
、
国

立
公
文
書
館
に
あ
り

ま
す
。

　

米
国
で
は
、
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
石

油
が
発
見
さ
れ
て
以

来
、
次
第
に
捕
鯨
事

業
は
衰
退
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

友
五
郎
は
こ
の
時

期
、
海
軍
の
拡
充
と
海
上
防
備
を
唱
え

て
お
り
、
国
産
蒸
気
艦
の
必
要
性
を
幕

府
へ
建
言
し
て
い
ま
す
。
友
五
郎
の
熱

心
な
働
き
掛
け
も
あ
り
幕
府
は
正
式

に
建
造
を
許
可
。
友
五
郎
が
基
本
設

計
、
咸
臨
丸
の
機
関
長
だ
っ
た
肥
田
浜

五
郎
が
機
関
部
を
担
当
し
、
水
戸
藩
の

石
川
島
造
船
所
で
事
業
は
進
め
ら
れ
、

5
年
後
の
１
８
６
７
（
慶
応
3
）
年
、

わ
が
国
初
の
蒸
気
艦
千
代
田
型
は
完

成
し
ま
し
た
。
た
だ
造
ら
れ
た
の
は
こ

の
1
隻
の
み
で
し
た
。

　

■
軍
艦
購
入
の
た
め
再
び
米
国
へ

　

１
８
６
７
年
1
月
、
友
五
郎
を
正
使

と
す
る
小
野
使
節
団

が
米
国
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
幕
府
海
軍

の
強
化
の
た
め
、
南

北
戦
争
終
了
直
後
の

米
国
で
余
剰
軍
艦
を

購
入
す
る
の
が
目
的

で
し
た
。
副
使
に
松

本
寿
太
夫
、
外
国
方

に
福
沢
諭
吉
、
通
弁

に
津
田
仙
弥
と
尺
振

八
、
海
軍
方
に
小
笠

原
賢
蔵
と
岩
田
平

作
、
勘
定
方
に
神
野
信
之
丞
な
ど
10
人

で
構
成
さ
れ
、
太
平
洋
郵
船
の
コ
ロ
ラ

ド
号
で
横
浜
か
ら
パ
ナ
マ
経
由
で
3

月
19
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
ま

し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
旧
知
の
ブ
ル
ッ

ク
大
尉
の
協
力
を
得
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン

海
軍
工
廠
（
こ
う
し
ょ
う
）
に
あ
っ
た

装
甲
艦
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
や
7
連

発
の
ス
ペ
ン
サ
ー
銃
１
０
０
０
丁
、
そ

の
他
兵
器
類
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
謁
見
（
え
っ
け

ん
）
し
、
数
日
後
に
は
南
北
戦
争
の
英

雄
グ
ラ
ン
ト
将
軍
（
18
代
大
統
領
）
が

ホ
テ
ル
を
訪
れ
、
会
見
し
て
い
ま
す
。

使
節
団
は
6
月
26
日
、
横
浜
に
帰
港
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
帰
国
す
る
と
幕
府
は
崩
壊

へ
と
突
き
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
江
戸

湾
で
は
榎
本
武
揚
率
い
る
幕
府
艦
隊

と
新
政
府
艦
隊
が
に
ら
み
合
い
、
友
五

郎
が
購
入
し
て
き
た
装
甲
艦
ス
ト
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
は
、
局
外
中
立
を
盾
に
米

国
は
ど
ち
ら
に
も
引
き
渡
さ
ず
、

１
８
６
９
年
2
月
9
日
に
局
外
中
立

が
解
か
れ
た
後
、
皮
肉
に
も
明
治
新
政

府
の
艦
隊
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
船

名
を
甲
鉄
と
変
え
て
函
館
戦
争
、
日
清

戦
争
で
は
東
艦
と
し
て
活
躍
し
た
軍

艦
で
す
。

（
つ
づ
く
）

小
野
友
五
郎
伝

杉
田
　
捷
機 6

ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
号
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井
坂　

幸
雄

　

小
野
友
五
郎
の
戒
名
は
「
観
月
院
殿

塩
翁
広
胖
居
士
」。
製
塩
事
業
に
尽
力

し
た
証
し
と
も
い
え
る
「
塩
」
の
一
文

字
が
入
っ
て
い

ま
す
。
高
い
数

学
能
力
を
生
か

し
財
政
、
天
文
、

設
計
、
測
量
な

ど
多
岐
に
わ
た

る
活
躍
を
見
せ

た
友
五
郎
の
生

涯
の
中
で
、
明

治
以
降
、
特
に

力
を
注
い
だ
の
は
良
質
な
塩
の
製
造
と

普
及
で
し
た
。
咸
臨 

丸
で
渡
米
し
た

際
、
白
く
品
質
の
高
い
米
国
の
塩
に
感

銘
を
受
け
た
と
さ
れ
、
塩
作
り
へ
の
思

い
は
こ
の
当
時
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

友
五
郎
が
笠
間
を
出
て
赴
任
し
た
江

戸
の
笠
間
藩
下
屋
敷
は
深
川
の
小
名
木

川
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。
小
名
木
川
は

行
徳
（
千
葉
県
）
の
塩
を
江
戸
に
運
ぶ

た
め
開
削
さ
れ
た
運
河
で
、
川
の
案
内

板
に
も
「
塩
の
道
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
妻
津
多
の
出
身
地
は
、
上
総
国
八

幡
村
で
現
在
の
千
葉
県
市
原
市
に
あ
た

り
、
古
く
か
ら
塩
の
産
地
が
あ
っ
た
地

域
で
す
。
江
戸
に
赴
任
し
た
当
時
か
ら

友
五
郎
は
塩
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

維
新
と
な
っ
た
１
８
６
９
（
明
治

2
）
年
、
友
五
郎
は
行
徳
の
塩
浜
で
ひ

そ
か
に
枝
条
架
製
塩
の
実
験
を
始
め
ま

す
。
わ
が
国
の
食
塩
は
粗
製
で
、
衛
生

上
も
改
善
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

製
塩
の
改
良
へ
と
乗
り
出
し
た
の
で

す
。翌
年
か
ら
は
市
原
郡
松
ケ
島
村（
市

原
市
）
で
、
75
（
明
治
8
）
年
に
は
大

堀
村
（
富
津
市
）
で
村
有
地
８
０
０
０

坪
を
借
り
受
け
、
大
規
模
な
製
塩
場
の

建
設
を
進
め
ま
し
た
。
大
堀
製
塩
場
は

80
年
に
操
業
を
始
め
、
良
質
な
塩
の
生

産
と
い
う
思
い
は
実
を
結
び
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
多
く
の
干
潟
や
塩
田
が

あ
っ
た
東
京
湾
は
埋
め
立
て
が
進
み
、

近
代
的
な
港
や
プ
ラ
ン
ト
が
立
ち
並
ん

で
い
る
所
が
多
く
、
友
五
郎
ゆ
か
り
の

行
徳
、
松
ケ
島
、
大
堀
に
も
塩
づ
く
り

の
痕
跡
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
古
く
か

ら
塩
の
一
大
産
地
だ
っ
た
行
徳
に
は
、

船
が
行
き
交
っ
た
旧
江
戸
川
沿
い
の
船

着
き
場
に
１
８
１
２
（
文
化
9
）
年
に

建
て
ら
れ
た
常
夜
灯
＝
市
指
定
文
化
財

＝
が
あ
り
、
水
運
の
歴
史
を
記
し
て
い

ま
す
。

　

１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
、
東
京
・

上
野
公
園
で
開
か
れ
た
第
二
回
内
国
勧

業
博
覧
会
で
、
友
五
郎
が
出
品
し
た
枝

条
架
式
に
よ
る
塩
は
、審
査
員
か
ら「
色

純
白
に
し
て
雪
を
あ
ざ
む
き
、
い
か
な

る
貴
賓
の
饗
宴
に
だ
し
て
も
恥
ず
る
こ

と
な
し
」
と
評
さ
れ
褒
賞
を
受
け
ま
し

た
。
98
（
明
治
31
）
年
に
は
製
塩
改
良

に
尽
く
し
た
功
績
に
よ
り
緑
綬
褒
章
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

大
堀
製
塩
場
は
創
業
し
た
年
に
暴
風

雨
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
な
ど
、

友
五
郎
は
挫
折
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
製
塩
と
そ
の
品
質
改
良
に

努
め
、
地
域
普
及
に
も
尽
く
し
た
維
新

後
30
年
に
及
ぶ
塩
づ
く
り
人
生
で
し
た
。

塩
づ
く
り

友
五
郎
の
足
跡
を
訪
ね
て

海岸線に建つプラントの内陸側に、
かつては塩田が広がっていた＝富津市大堀

行
徳
の
常
夜
灯
＝
市
川
市
本
行
徳



4

第６号

７
月
、
矢
祭
町
で
歴
史
講
演
会

　

勝
海
舟
や
小
野
友
五
郎
ら
と
と
も
に

咸
臨
丸
で
渡
米
し
た
吉
岡
艮
太
夫
の
出

身
地
、
福
島
県
矢
祭
町
で
7
月
27
日
、

歴
史
講
演
会

と
咸
臨
丸
子

孫
の
会
の
メ

ン
バ
ー
に
よ

る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開

か
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た

市
民
や
歴
史

愛
好
家
ら

１
５
０
人
が
幕
末
、
明
治
期
の
激
動
の

時
代
を
駆
け
抜
け
た
偉
人
た
ち
や
そ
の

子
孫
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

昭
和
女
子
大
学
講
師
の
遠
藤
由
紀
子

さ
ん
が
ま
ず
「
幕
末
明
治
期
に
海
外
を

経
験
し
た
豪
傑
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の
批
准
書

交
換
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
万
延
元
年
遣

米
使
節
の
小
栗
忠
順
や
同
行
し
た
咸
臨

丸
の
吉
岡
、
文
久
遣
欧
使
節
団
の
松
平

康
直
、
岩
倉
使
節
団
の
津
田
梅
子
な
ど

を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
生
き
方
や
海
外

で
得
た
知
識
、
経
験
を
も
と
に
新
た
な

時
代
の
先
駆
け
と
な
っ
た
活
躍
ぶ
り
を

語
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
遠
藤
さ
ん

は
「
歴
史
を
学
ぶ
と
は
、
未
来
を
考
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、
未
来
へ
の
活
力
を

得
る
こ
と
で
あ
る
。
海
外
を
経
験
し
た

豪
傑
た
ち
か
ら
得
た
こ
と
は
、﹃
眼
界

を
広
く
持
て
！
﹄（
視
点
を
広
く
、
物

事
を
考
え
る
）﹃
揺
る
ぎ
な
い
志
操
を

持
て
！
﹄（
周
り
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
確
か
な
自
分
を
持
つ
）
で
あ
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

昨
年
10
月
に
笠
間
稲
荷
神
社
で
当
会
が

開
催
し
た
咸
臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
で
も
登
壇

し
た
子
孫
の
会
メ
ン
バ
ー
の
高
山
み
な

子
（
勝
海
舟
の
玄
孫
）、
小
林
賢
吾
（
浜

口
興
右
衛
門
の
曾
孫
）、
宗
像
信
子
（
木

村
喜
毅
の
玄
孫
）、
小
野
孝
太
郎
（
小

野
友
五
郎
の
玄
孫
）、
榎
本
隆
一
郎
（
榎

本
武
楊
の
玄
孫
）
の
5
氏
と
佐
川
正
一

郎
矢
祭
町
長
が
幕
末
や
現
代
に
通
じ
る

足
跡
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

5
月
30
日
に
開
か
れ
た
小
野
友
五
郎

を
伝
え
て
ゆ
く
会
の
総
会
で
、
今
後
の

会
の
運
営
に
携
わ
る
新
し
い
役
員
体
制

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
任
で
は
会
長

に
今
泉
寛
氏
、
顧
問
に
杉
田
捷
機
氏
が

就
任
し
た
ほ
か
、
新
た
な
副
会
長
に
事

務
局
を
務
め
て
い
た
井
坂
幸
雄
氏
、
新

理
事
に
笠
間
工
芸
の
丘
代
表
取
締
役
の

梅
原
尚
美
氏
、
光
照
寺
住
職
の
土
肥
真

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
体
制
は
左
記
の
通
り
で
す
。

会　
　

長　

今
泉　

寛

副
会
長　

菅
原
一
彦　

井
坂
幸
雄

事
務
局
長　

石
崎
文
夫

会　
　

計　

鈴
木
正
平

理　
　

事　

和
田
芳
武　

鈴
木
誉
志
男

　
　
　
　
　

小
松
﨑
衛　

友
常
千
秋

　
　
　
　
　

梅
原
尚
美　

土
肥　

真

監　
　

事　

新
名
喜
久
夫　

山
口
一
樹

顧　
　

問　

山
口
伸
樹　

塙　

東
男

　
　
　
　
　

南　

秀
利　

杉
田
捷
機

名
誉
会
員　

鳴
海　

風　

岩
瀬　

光

　
　
　
　
　

相
澤
清
晴　

湊　

正
雄

　

小
野
友
五
郎
、勝
海
舟
、福
沢
諭
吉
は
、

立
場
は
違
え
ど
咸
臨
丸
で
同
じ
釜
の
飯

を
食
っ
た
"同
期
の
桜
"
で
あ
る
。
持

ち
前
の
高
い
能
力
で
花
を
咲
か
せ
、
江

戸
城
無
血
開
城
の
勝
、
慶
應
義
塾
の
福

沢
と
名
を
残
す
。
友
五
郎
だ
け
は
影
が

薄
い
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
政
治
家
の
勝

と
学
者
の
福
沢
は
そ
の
道
の
ス
ト
ラ
イ

カ
ー
、
技
術
官
僚
の
友
五
郎
は
組
織
や

社
会
へ
の
貢
献
を
旨
と
し
、
サ
ッ
カ
ー
で

言
え
ば
ト
ッ
プ
下
で
力
を
尽
く
し
た
。

華
や
か
な
桜
よ
り
、
春
告
げ
る
梅
花
の

薫
り
、
こ
れ
も
ま
た
良
し
。（
井
）

幕
末
明
治
の
偉
人
に
焦
点

編

集

後

記
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　本会の趣旨にご賛同くださいま
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小
野
友
五
郎
を
伝
え
て
ゆ
く
会

新
た
な
役
員
体
制
決
ま
る


